
流域治水プロジェクトの策定について
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近年、毎年のように全国各地で自然災害が頻発
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気候変動による水災害の激甚化・頻発化が懸念
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気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について 答申（令和２年７月）
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施設能力を超過する洪水が発生することを前提に、社会全体で洪水に備える、水防災意識社会の再構築
洪水防御の効果の高いハード対策と命を守るための避難対策とのソフト対策の組合せ

今後も水災害が激化。これまでの
水災害対策では安全度の早期向上
に限界があるため、整備の加速と、
対策手法の充実が必要。

気候変動の影響

人口減少や少子高齢化が進む中、
「コンパクト+ネットワーク」を
基本とした国土形成により地域の
活力を維持するためにも、水災害
に強い安全・安心なまちづくりが
必要。

社会の動向

5GやAI技術やビッグデータの活
用、情報通信技術の進展は著しく、
これらの技術を避難行動の支援や
防災施策にも活用していくことが
必要。

技術革新

これまでの対策

こ
れ
か
ら
の
対
策

気候変動を踏まえた、計画の見直し

持続可能性

将来にわたり、継続的に対策に
取組、社会や経済を発展させる

河川の流域全体のあらゆる関係者が協働して
流域全体で行う持続可能な治水対策

「流域治水」への転換

強靭性

甚大な被害を回避し、早期復旧・
復興まで見据えて、事前に備える

包摂性

あらゆる主体が協力して
対策に取り組む

変

化

対策の
重要な
観点

出典:気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について答申をもとに作成



「流域治水」の考え方

4出典:気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について答申をもとに作成

氾濫をできるだけ防ぐための対策

被害対象を減少させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策



流域治水プロジェクトに基づく事前防災の加速
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流域治水プロジェクトの策定に向けた岡山三川での進め方
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流域治水プロジェクトの策定に向けた岡山三川での進め方
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流域治水プロジェクトの策定に向けた岡山三川での進め方
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流域治水プロジェクトの策定に向けた岡山三川での進め方
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※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

凡例

浸水範囲（平成10年洪水実績）

大臣管理区間

【位置図】

吉井川

金剛川

おかやま

岡山市

あかいわ

赤磐市

わ け

和気町

堤防補強（浸透対策）

河道掘削

河道掘削

築堤

耐震対策

高潮対策

耐震対策

せとうち

瀬戸内市

びぜん

備前市

岡山市瀬戸町

赤磐市福田（指定区間）

平成10年10月台風10号
全半壊流失14戸、床上浸水3,229戸、床下浸水
2,661戸（吉井川流域）

築堤

築堤

高潮対策耐震対策

築堤

築堤築堤

築堤

築堤

■河川における対策
国の対策内容 高潮対策、耐震対策、築堤、

河道掘削、堤防補強（浸透対策） 等

※今後、関係機関と連携し、県管理区間の河川改修を追加予定

平成30年7月梅雨前線

吉井川水系流域治水プロジェクト（素案）
～岡山東部の経済・文化の流通拠点を守る治水対策の推進～

○ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、吉井川水系においても、事前防災対策
を進める必要があることから、以下の取り組みを実施していくことで、戦後最大の平成10年10月洪水と同規模の洪水を安全に流し、流域に
おける浸水被害の軽減を図る。

堤防補強（浸透対策）

堤防補強（浸透対策）
堤防補強（浸透対策）

堤防補強（浸透対策）

堤防補強（浸透対策）

堤防補強（浸透対策）

■ソフト対策のイメージ
・水位計・監視カメラの設置
・マイ・タイムラインの作成 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策のイメージ
・下水道等の排水施設、雨水貯留施設の整備
・既存ダムの洪水調節機能の強化
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等） 等
※今後、関係機関と連携し対策検討
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令和２年７月６日公表
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旭川

百間川

旭川
凡例

浸水範囲（昭和４７年7月洪水実績）

大臣管理区間

築堤

築堤

築堤

河道掘削

築堤

【位置図】

旭川中上流ダム再生事業

昭和４７年７月梅雨前線
流失家屋25戸、床上浸水1,225戸、床下浸水3,084戸

平成30年７月梅雨前線
床上浸水2,226戸、床下浸水3,842戸（岡山市内）

岡山市内国ヶ原地区（県管理区間）

岡山市京橋地区

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

■河川における対策
国の対策内容 築堤、河道掘削、旭川中上流ダム再生 等

※今後、関係機関と連携し、県管理区間の河川改修を追加予定

築堤

河道掘削

旭川水系流域治水プロジェクト（素案）
～岡山の政治・経済・文化の中心地を守る治水対策の推進～

○ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、旭川水系においても、事前防災対策を
進める必要があることから、以下の取り組みを実施していくことで、戦後最大の平成30年7月豪雨による洪水と同規模の洪水に対し、下流
地区の浸水被害の防止又は軽減、中流地区及び百間川の浸水被害を防止し、流域における浸水被害の軽減を図る。

■ソフト対策のイメージ
・水位計・監視カメラの設置
・マイ・タイムラインの作成 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策のイメージ
・下水道等の排水施設、雨水貯留施設の整備
・既存ダムの洪水調節機能の強化
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等） 等

※今後、関係機関と連携し対策検討
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高梁川水系流域治水プロジェクト（素案）
～平成３０年７月豪雨災害からの一日も早い復旧・復興と岡山の観光・工業の中心地を守る治水対策の推進～

河道掘削

旗揚げの凡例は必ず上
記に統一

築堤（高潮堤）

河道掘削

築堤（断面確保）

小
田
川

くらしき

倉敷市

そうじゃ

総社市

堤防補強（浸透対策）

河道掘削

河道掘削

高梁川

【位置図】

築堤（断面確保）

築堤（断面確保）

笠井堰左岸堰改築

築堤（断面確保）

堤防補強（浸透対策）

高梁川派川

真備緊急治水対策プロジェクト

凡例

堤防決壊箇所（国）

堤防決壊箇所（県）

浸水範囲（平成30年7月洪水実績）

大臣管理区間

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

小田川

倉敷市真備町

堤防決壊

■河川における対策
国の対策内容 築堤（高潮堤）、築堤（断面確保）、堤防補強（浸透対策）、

河道掘削、笠井堰左岸堰改築、真備緊急治水対策プロジェクト（国） 等

※今後、関係機関と連携し、県管理区間の河川改修を追加予定

○ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、高梁川水系においても、事前防災対策
を進める必要があることから、以下の取り組みを実施していくことで、戦後最大の平成30年7月豪雨による洪水と同規模の洪水に対して、
堤防からの越水を回避し、流域における浸水被害の軽減を図る。

平成30年７月梅雨前線

建物浸水被害:約4,600棟

（住家・非住家・床上浸水・床下浸水等内訳は確認中）※平成30年7月現在

■ソフト対策のイメージ
・水位計・監視カメラの設置
・マイ・タイムラインの作成 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策のイメージ
・下水道等の排水施設、雨水貯留施設の整備
・既存ダムの洪水調節機能の強化
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等） 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

12

令和２年７月６日公表


